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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
平
安
前
期
に
活
躍
し
た
菅
原
道
真
の
漢
語
研
究
の
一
環
と
し

て
、
そ
の
漢
詩
漢
文
集
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
中
に
用
例
の
あ
る

漢
語
畳
語
│
│
「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」「
脛
脛
」
の
四
語
│
│
に
つ

い
て
、
中
国
で
の
用
法
に
沿
っ
て
い
る
か
、
典
拠
資
料
が
探
り
得
る
か
、

あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
和
習
を
帯
び
て
い
な
い
か
等
に
つ
い
て
考
察
を
試

み
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
稿
執
筆
者
は
、
菅
原
道
真
の
用
い
た
漢
語
に
つ
い
て
調
査

を
進
め
て
き
た
（
安
部
・
中
山
（
二
〇
一
二
）、
中
山
（
二
〇
二
二
甲
）（
二

〇
二
二
乙
）（
二
〇
二
三
））。
本
稿
で
は
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』

の
漢
語
畳
語
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
特
に
『
全
唐
詩
』
に
用
例
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
語
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
て
い
く
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」「
脛
脛
」
の
四
語
は
、

い
ず
れ
も
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
中
で
は
詩
に
お
い
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
真
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
中
国
唐
代
の
詩
を
網
羅

し
た
『
全
唐
詩
』（
四
万
八
千
首
以
上
収
録
）
に
は
、
四
語
共
、
四
例
以

下
し
か
用
例
が
な
く
、
少
な
く
と
も
中
国
の
詩
壇
に
お
い
て
は
余
り
用
い

ら
れ
な
か
っ
た
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
言
わ
ば
特
殊
な
語

彙
を
、
道
真
は
正
し
く
中
国
の
用
法
に
沿
っ
て
用
い
て
い
た
の
か
。
本
稿

で
は
、
中
国
で
も
詩
に
用
い
ら
れ
る
事
が
稀
だ
っ
た
語
を
も
巧
み
に
詩
に

詠
み
込
ん
だ
、
道
真
の
語
彙
の
豊
か
さ
の
一
端
を
報
告
し
て
み
た
い
と
思

う
。

　

ま
た
、
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
川
口
久
雄
氏
校
注
旧
大
系
本
で
は

「
㷀
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
『
菅
家
文
草
』
巻
二
の
箇
所
に
つ
い
て
、
諸

本
の
調
査
か
ら
本
来
は
「
煢
」（
冠
の
下
に
「
冖
」
が
入
る
）
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
川
口
氏
校
注
旧
大
系
本
で

は
何
故
「
㷀
」
の
字
体
で
翻
刻
さ
れ
た
の
か
、
原
因
を
検
討
し
た
い
。

　

な
お
、
漢
語
畳
語
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
点
で
、
前
稿
の
中
山
（
二
〇

二
二
甲
）・
中
山
（
二
〇
二
二
乙
）
の
続
篇
で
も
あ
る
の
で
、
本
稿
か
ら

道
真
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
漢
語
研
究
（
其
三
・『
全
唐
詩
』

に
稀
少
な
畳
語
篇
）「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」「
脛
脛
」

│
│ 

併
せ
て
川
口
久
雄
氏
校
注
旧
大
系
本
の
字
体
「
㷀
」
を
検
証
す
る 

│
│

中

山

大

輔
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は
題
名
を
「
道
真
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
漢
語
研
究
」
と
し
、

連
番
（「
其
三
」）
を
付
し
て
整
理
を
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

【
凡
例
】

◆
底
本

『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
七
二　

菅
家

文
草　

菅
家
後
集
』、『
全
唐
詩
』
は
『
全
唐
詩
検
索
系
統
』
を
底
本
と

し
、
そ
の
他
は
題
名
下
に
底
本
名
を
都
度
括
弧
﹇　

﹈
書
き
で
示
し
た
。

◆
用
例
収
集
は
主
に
以
下
に
拠
っ
た

『
全
唐
詩
検
索
系
統
』、『
唐
宋
詩
全
文
資
料
庫
』、『
宋
詩
（
元
智
大

学
）』、『
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
』、『
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
劃
』、『
佩

文
韻
府
』、『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
）』、『
漢
語
大
詞
典
』、『
日

本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』

◆
略
称
（
太
字
）

『
文
草
』
＝
『
菅
家
文
草
』、『
後
集
』
＝
『
菅
家
後
集
』、『
川
口
大
系
』

＝
川
口
久
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
七
二　

菅
家
文
草　

菅
家
後

集
』、『
大
漢
』
＝
『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
）』、『
漢
詞
』
＝
『
漢

語
大
詞
典
』、『
日
国
』
＝
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』

◆
用
例
文
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
記
号
を
使
用
し
た

◎
＝ 

『
文
草
』『
後
集
』
の
用
例
（『
川
口
大
系
』
の
作
品
番
号
も
付
し
、

当
該
畳
語
に
つ
い
て
の
注
釈
も
引
用
し
た
。）

〇
＝
『
文
草
』『
後
集
』
以
外
の
用
例

　
　

 

底
本
に
訓
読
文
や
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

ち
ら
も
引
用
し
た
。
振
り
仮
名
も
必
要
に
応
じ
、
底
本
の
も
の
を

引
用
し
た
。

◆
そ
の
他

　

旧
字
体
に
つ
い
て
は
、
解
釈
に
影
響
の
な
い
限
り
新
字
体
に
換
え

た
。
用
例
・
引
用
文
の
傍
線
等
は
、
特
記
の
無
い
限
り
本
稿
執
筆
者
が

付
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、『
菅
家
文
草
』
巻
二
「
講
書
之
後
、
戯
寄
諸
進
士
」
の
「
煢
煢
」

二
│（
一
）、「
煢
煢
」
の
意
味
と
中
国
文
献
例

　
「
煢
煢
」
は
『
文
草
』
中
に
一
例
の
み
見
ら
れ
る
が
、『
全
唐
詩
』
に
お

い
て
は
四
例
し
か
な
く
、
唐
詩
に
は
余
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
語
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
『
文
草
』
の
用
例
か
ら
確
認
す
る
。

◎
『 

菅
家
文
草
』
巻
二　

八
二
「
講
書
之
後
、
戯
寄
諸
進
士
」
※
訓
読
も

底
本
準
拠

我
是
㷀
〻
鄭
益
恩　
　

我
は
こ
れ
㷀け

い

㷀け
い

た
る
鄭
ぢ
や
う

益え
き

恩お
ん

曾
経
折
桂
不
窺
園　
　

曾
む
か
し

折せ
き

桂け
い

を
経
て
園
を
窺
は
ず
あ
り
き

文
章
暗
被
家
風
誘　
　

文
章
は
暗ほ

の
かに

家
の
風
に
誘
は
る

吏
部
偸
因
祖
業
存　
　

吏り

部ほ
う

は
偸ひ
そ
かに
祖
業
存
す
る
に
因
る

勧
道
諸
生
空
赧
面　
　

勧
め
道い

ふ　

諸
生
空
し
く
面
を
赧あ
か
らめ

む
よ
り

従
公
万
死
欲
銷
魂　
　

公
に
従
ひ
て
万
死　

魂
を
銷け

さ
ま
く
欲
り
せ
よ

（
後
略
）

【
川
口
頭
注
】「
孤
独
で
頼
る
と
こ
ろ
の
な
い
さ
ま
。」

【
川
口
補
注
】「
道
真
に
兄
弟
の
な
い
こ
と
を
い
う
。「
博
士
難
」
に
「
曰
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悲
汝
孤
惸
」
と
あ
る
。」

　
『
川
口
大
系
』
の
当
該
箇
所
で
「
煢
煢
」
は
、「
冖
（
ワ
冠
）」
の
省
か

れ
た
「
㷀
」
の
字
体
で
翻
刻
・
訓
み
下
し
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
字
体
の

相
違
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
。
一
ま
ず
本
節
で
は
、『
大
漢
』
等

の
辞
書
で
通
用
字
体
と
さ
れ
る
「
煢
煢
」
で
表
記
を
統
一
し
た
い
。

　
「
煢
煢
」
に
つ
い
て
は
、『
川
口
大
系
』
頭
注
で
「
孤
独
で
頼
る
と
こ
ろ

の
な
い
さ
ま
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
煢
煢
」
の
係
る
「
鄭
益
恩
」
は
、

『
後
漢
書
』
巻
三
十
五
「
張
曹
鄭
列
伝
第
二
十
五
鄭
玄
」
に
登
場
す
る
鄭

玄
の
一
人
息
子
の
名
で
あ
る
。『
川
口
大
系
』
補
注
に
も
指
摘
が
あ
る
と

お
り
、
兄
弟
が
い
な
か
っ
た
（
坂
本
（
一
九
九
〇
）
一
八
頁
）
と
さ
れ
る

道
真
の
孤
独
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
孤
独
と
は

言
え
道
真
に
妻
子
は
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
の
「
煢
〻
」
は
、
特
に
兄
弟

の
い
な
い
孤
独
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
煢
煢
」
の
辞
書
語
釈
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

〈「
煢
煢
」
辞
書
語
釈
〉

『
大
漢
』「
㊀
孤
独
で
頼
る
と
こ
ろ
の
な
い
さ
ま
。
嬛
嬛
。
㊁
う
れ
へ
る

さ
ま
。
㊂
驚
き
恐
れ
る
さ
ま
。」

『
日
国
』「
孤
独
な
さ
ま
。
孤
独
な
気
持
で
い
る
さ
ま
。
惸
惸
（
け
い
け

い
）。」

『
漢
詞
』「
孤
零
貌
。」

　

以
上
の
通
り
、
概
ね
「
孤
独
」
の
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
語
で
あ
る
と
言

え
る
。『
大
漢
』
に
の
み
「
孤
独
」
と
は
異
な
る
「
う
れ
へ
る
さ
ま
」「
驚

き
恐
れ
る
さ
ま
」
と
言
っ
た
解
釈
の
記
載
も
あ
っ
た
が
、『
文
草
』
の
本

用
例
で
は
文
脈
上
「
孤
独
な
」
の
意
味
が
適
切
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

辞
書
語
釈
で
は
『
文
草
』
例
の
様
な
「
兄
弟
が
い
な
い
」
と
言
っ
た
孤
独

の
性
質
に
つ
い
て
は
限
定
は
さ
れ
て
い
な
い
様
で
あ
る
。

　

次
に
、
中
国
の
詩
作
品
に
お
い
て
「
煢
煢
」
が
ど
の
様
に
用
い
ら
れ
て

い
た
の
か
確
認
し
て
み
た
い
。『
全
唐
詩
』
に
は
「
煢
煢
」
の
用
例
は
四

例
あ
っ
た
。
以
下
年
代
順
に
掲
載
す
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
九
四　

斉
澣
「
長
門
怨
」（
全
文
）

煢
煢
孤
思
逼　

寂
寂
長
門
夜

妾
妬
亦
知
非　

君
恩
那
不
借

携
琴
就
玉
階　

調
悲
声
未
諧

将
心
託
明
月　

流
影
入
君
懐

○
『 

全
唐
詩
』
巻
二
七
七　

盧
綸
「
綸
与
吉
侍
郎
中
孚
、
司
空
郎
中
、
曙

苗
員
外
発
、
崔
補
闕
峒
、
耿
拾
遺
湋
、
李
校
書
端
、
風
塵
追
遊
向
三

十
載
、
数
公
皆
負
当
時
盛
称
、
栄
耀
未
幾
、
俱
沈
下
泉
。
暢
博
士
当

感
懐
前
蹤
、
有
五
十
韻
見
寄
、
輒
有
所
酬
以
申
悲
旧
、
兼
寄
夏
侯
侍

御
審
、
侯
倉
曹
釗
」（
部
分
）

相
逢
十
月
交　

衆
卉
飄
已
零

感
旧
諒
戚
戚　

問
孤
肯
煢
煢

侍
郎
文
章
宗　

傑
出
淮
楚
霊

掌
賦
若
吹
籟　

司
言
如
建
瓴
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○
『
全
唐
詩
』
巻
四
六
九　

長
孫
佐
輔
「
関
山
月
」（
部
分
）

去
歲
照
同
行　

比
翼
復
連
形

今
宵
照
独
立　

顧
影
自
煢
煢

餘
暉
漸
西
落　

夜
夜
看
如
昨

借
問
映
旌
旗　

何
如
鑒
帷
幕

○
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
四　

施
肩
吾
「
收
妝
詞
」（
全
文
）

斜
月
朧
朧
照
半
床　

煢
煢
孤
妾
懶
收
妝

燈
前
再
覧
青
銅
鏡　

枉
挿
金
釵
十
二
行

　

四
例
中
、
斉
澣
・
盧
綸
・
施
肩
吾
の
三
例
で
同
句
中
に
「
孤
」
を
伴
っ

て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。「
孤
」
の
無
い
長
孫
佐
輔
の
例

で
も
前
句
に
「
独
立
」
と
あ
り
、
唐
詩
に
お
け
る
「
煢
煢
」
は
ほ
ぼ
「
孤

独
な
さ
ま
」
を
表
す
畳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
か
と

思
わ
れ
る
。
斉
澣
・
盧
綸
は
盛
唐
末
、
長
孫
佐
輔
・
施
肩
吾
は
中
唐
期
の

人
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
道
真
（
活
躍
時
期
は
中
国
の
年
代
と
し
て
は
晩

唐
後
期
に
当
る
）
以
前
の
人
物
で
あ
る
。

　

こ
の
他
「
煢
煢
」
の
用
例
と
し
て
は
、『
詩
経
』
一
例
、『
春
秋
左
氏
伝
』

一
例
、『
漢
書
』
三
例
、『
後
漢
書
』
五
例
、『
晋
書
』
六
例
の
計
十
六
例

が
確
認
で
き
、
秦
漢
以
前
か
ら
屢
々
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
以
下
『
詩
経
』
と
『
後
漢
書
』
の
用
例
を
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
挙

げ
る
。

○
『 

詩
経
』「
周
頌　

閔
予
小
子
」﹇『
新
釈
漢
文
大
系
一
一
二　

詩
経　

下
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

閔
予
小
子　

遭
家
不
造　
　

閔び
ん

な
る
予わ
れ

小
子　

家
の
造
せ
ざ
る
に
遭
ひ

嬛
嬛
在
疚　
　
　
　
　
　
　

嬛け
い

嬛け
い

と
し
て
疚き
う

に
あ
り

於
乎
皇
考　

永
世
克
孝　
　

於あ

乎あ

皇く
わ
う

考か
う　

永
世
に
克よ

く
孝
せ
ん

（
後
略
）

　
「
嬛
」
は
「
煢
」
の
仮
借
字
と
さ
れ
（
底
本
語
釈
）、
ま
た
、
こ
の
『
詩

経
』
の
一
節
が
「
煢
煢
在
疚
」
と
し
て
『
漢
書
』
巻
八
十
一
匡
張
孔
馬
伝

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
煢
煢
」
の
一
例
と
見
な
し
た
い
。「
遭
家

不
造　

嬛
嬛
在
疚
」
の
二
句
は
、
底
本
に
よ
る
と
「
家
が
（
祖
霊
を
）
祭

ら
な
い
時
期
の
後
を
受
け
、
ひ
と
り
孤
独
に
わ
ず
ら
う
。」
の
意
味
で
あ

り
、「
嬛
嬛
（
煢
煢
）」
は
他
に
血
族
の
い
な
い
孤
独
を
表
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

○
『 

後
漢
書
』
巻
十
「
皇
后
紀
第
十
上　

和
熹
鄧
皇
后
」（
部
分
）﹇
宋
紹

興
本
﹈

不
獲
福
祐
、
先
帝
早
棄
天
下
、
孤
心
煢
煢
、
靡
所
瞻
仰
、
夙
夜
永
懐
、

感
愴
発
中
。

　

こ
ち
ら
の
『
後
漢
書
』
の
例
は
、
寵
愛
を
賜
っ
た
「
先
帝
」（
和
帝
）

に
先
立
た
れ
た
和
熹
鄧
皇
后
の
孤
独
を
切
々
と
記
し
た
一
節
で
あ
る
。

夫
、
あ
る
い
は
支
え
と
な
る
人
物
の
い
な
い
孤
独
と
言
え
よ
う
か
。

　

こ
の
様
に
、
経
史
書
に
お
い
て
も
「
煢
煢
」
は
孤
独
の
表
現
と
し
て
用
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い
ら
れ
て
い
た
様
だ
が
、
特
に
兄
弟
の
い
な
い
孤
独
に
限
定
さ
れ
て
は
い

な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
経
史
書
の
十
六
例
中
、「
孤
」

と
共
起
す
る
の
は
『
後
漢
書
』
中
の
三
例
の
み
で
あ
り
、
先
述
の
唐
詩
ほ

ど
は
「
孤
」
と
の
関
連
が
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

道
真
が
詩
で
「
煢
煢
」
を
掛
け
た
鄭
益
恩
は
『
後
漢
書
』
巻
三
十
五
「
張

曹
鄭
列
伝
第
二
十
五
鄭
玄
」
に
登
場
し
、「
玄4

唯
有
一
子
益
恩

4

4

」（「
玄
」

は
鄭
玄
）
と
兄
弟
が
い
な
か
っ
た
事
を
示
す
記
述
も
あ
る
が
、
そ
の
章
の

中
に
は
「
煢
煢
」
も
し
く
は
「
煢
」
字
の
用
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

「
煢
〻
」
は
道
真
が
、
他
の
中
国
文
献
の
用
法
に
沿
っ
て
鄭
益
恩
及
び
自

ら
の
境
遇
に
対
し
て
用
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、「
孤
」
と
共

起
し
な
い
点
は
、
唐
詩
の
用
法
と
言
う
よ
り
は
、『
詩
経
』
等
の
経
史
書

寄
り
の
用
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
│（
二
）、『
川
口
大
系
』
に
お
け
る
「
煢
」
の
字
体

　

本
節
で
は
、『
川
口
大
系
』
に
お
け
る
「
㷀
〻
」
の
字
体
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。
当
該
詩
の
「
煢
」
字
に
つ
い
て
、『
川
口
大
系
』
で
は
特
に

校
異
の
記
載
も
な
く
、「
冖
」（
ワ
冠
）
の
抜
け
た
「
㷀4

」（
判
別
の
た
め

傍
点
を
付
す
、
以
下
同
）
で
翻
刻
さ
れ
、
訓
読
文
で
も
「
㷀4

」
が
用
い
ら

れ
て
い
た
。

　

ま
ず
辞
書
類
に
お
け
る
「
煢
」
と
「
㷀4

」
の
扱
い
に
つ
い
て
確
認
す
る

と
、
下
の
表
一
の
通
り
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
辞
書
と
も
、「
煢
」
を
本

字
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
な
ぜ
、『
川
口
大
系
』
で
は
「
㷀4

」

と
し
て
翻
刻
し
た
の
か
。『
文
草
』
の
諸
本
の
「
煢
煢
」
の
字
体
に
つ
い

て
は
、
表
二
の
通
り
と
な
っ
て
い
た
。

　

表
二
か
ら
分
か
る
通
り
、『
川
口
大
系
』
と
同
じ
「
㷀4

」
に
な
っ
て
い

る
の
は
「
寛
文
刊
本
」
と
「
元
禄
刊
本
」
の
板
本
二
本
の
み
で
あ
り
、
写

本
で
は
全
て
「
煢
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
だ
け
で
判
断
す
れ
ば
、『
川

口
大
系
』
は
こ
の
「
煢
煢
」
に
関
し
て
は
、
底
本
の
「
藤
井
懶
斎
奥
書
本
」

で
は
な
く
、「
寛
文
刊
本
」
あ
る
い
は
「
元
禄
刊
本
」
に
従
っ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
た
だ
、「
寛
文
刊
本
」「
元
禄
刊
本
」
で
は
共
に

踊
り
字
を
用
い
ず
「
㷀
㷀

4

4

」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
川
口
大
系
』

で
は
「
㷀4

〻
」
と
踊
り
字
を
用
い
て
お
り
、
踊
り
字
を
使
用
す
る
点
は
「
藤

表
一
　
辞
書
類
に
お
け
る
「
煢
」
の
字
体
の
扱
い

辞
書
類

字
体

扱
い

備
考

大
漢
和
辞
典

煢

本
字

㷀4

4

「
煢
に
同
じ
。」

学
研
大
漢
和

煢

本
字

異
体
字
と
し
て
「
焭
」
掲
載

あ
り

㷀4

4

掲
載
な
し

漢
語
大
詞
典

煢

本
字

異
体
字
と
し
て
「

」
掲
載

あ
り

㷀4

4

「
同
〝
煢
〞。」

広
韻

煢

本
字

㷀4

4

掲
載
な
し

　

○
中
心
的
に
熟
語
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
字
体
を
「
本
字
」
と
し
た
。

　

○ 

『
広
韻
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
宋
刊
本
に

拠
っ
た
。
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井
懶
斎
奥
書
本
」
を
始
め
と
す
る
写
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
藤
井
懶
斎
奥
書
本
」
に
従
え
ば
「
煢
」
で
あ
る
べ
き
字
体
が

『
川
口
大
系
』
で
「
㷀4

」
と
な
っ
た
の
は
、『
川
口
大
系
』
の
出
版
時
に
お

け
る
活
字
の
都
合
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。本
稿
と
し
て
は
一
ま
ず
、『
川

口
大
系
』
に
お
け
る
『
文
草
』
の
本
文
が
、「
寛
文
刊
本
」
あ
る
い
は
「
元

禄
刊
本
」
に
従
っ
た
と
見
ら
れ
る
例
の
一
つ
と
し
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、『
文
章
』『
後
集
』
の
索
引
本
（
川
口
・
若
林
（
一
九
七
八
））

に
よ
る
と
、
詩
作
品
中
に
「
㷀4

」
字
の
用
例
は
こ
の
「
㷀
㷀

4

4

」
の
一
箇
所

の
み
で
あ
っ
た
た
め
、『
文
草
』『
後
集
』
の
他
の
箇
所
に
お
い
て
の
「
㷀4

」

の
字
体
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。（
索
引
本
は
『
川
口
大
系
』
を
底
本
と

し
て
い
る
た
め
、「
煢
」
字
の
用
例
は
掲
載
が
な
か
っ
た
。）

三
、 『
菅
家
文
草
』
巻
二
「
絶
句
十
首
、
賀
諸
進
士
及
第
」
の
「
芬

芬
」

　
「
芬
芬
」
は
道
真
詩
の
用
例
と
し
て
、『
文
草
』
に
一
例
見
ら
れ
る
。

◎
『 

菅
家
文
草
』
巻
二　

一
三
五
「
絶
句
十
首
、
賀
諸
進
士
及
第
」
十
之

七
（
全
文
）
※
訓
読
も
底
本
準
拠

少
日
偏
孤
凍
且
飢　
　

少わ
か

き
日　

偏
に
孤
み
な
し
ごに

し
て
凍こ

い
且ま
た

飢
ゑ
た
り

長
呼
孔
父
済
窮
児　
　

長つ
ね

に
呼
ぶ　

孔
父
の
窮せ
ま

れ
る
児
を
済す
く

ふ
こ
と
を

還
家
拝
世
何
為
檄　
　

家
に
還
り
世
を
拝
し
て　

何
ぞ
檄
を
為
さ
む

手
捧
芬
〻
桂
一
枝　
　

手
に
捧
ぐ　

芬ふ
ん

芬ぷ
ん

た
る
桂
の
一
枝

【
川
口
頭
注
】「
君
は
に
お
や
か
な
桂
の
一
枝
を
見
事
に
折
っ
て
科
挙

に
及
第
し
、
そ
の
親
を
喜
ば
し
た
の
で
あ
る
。」

　

こ
の
詩
は
題
名
に
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
道
真
の
弟
子
達
が
進
士

（
文
章
生
）
に
合
格
し
た
お
祝
い
に
、
弟
子
一
人
一
人
に
一
首
ず
つ
贈
っ

た
十
首
の
内
の
一
首
で
あ
る
。「
桂
一
枝
」
は
、
進
士
及
第
を
指
す
故
事

成
語
「
桂
の
枝
を
折
る
」
に
由
来
す
る
。「
芬
芬
」
は
、そ
の
桂
の
枝
の
「
に

お
や
か
な
」
馥
郁
た
る
香
り
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
芬
芬
」
は
植

物
と
し
て
の
桂
の
香
り
と
言
う
よ
り
は
、
進
士
及
第
の
誉
れ
の
輝
か
し
さ

を
比
喩
的
に
表
現
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

表
二
　 『
菅
家
文
草
』
巻
二
「
講
書
之
後
、
戯
寄
諸
進
士
」
に
お
け
る
「
煢
煢
」

の
諸
伝
本
上
の
表
記

通
番

伝
本
名

形
態

成
立
時
期

表
記

備
考

一

慶
長
本

写
本

慶
長
年
間

煢
〻

二

林
道
春
手
校
本

写
本

江
戸
初
期

煢
々

三

藤
井
懶
斎
奥
書
本

写
本

明
暦
二
年

煢
々

川
口
大
系
本
の

底
本

四

道
明
寺
天
満
宮
本

写
本

万
治
二
年

煢
々

五

寛
文
刊
本

板
本

寛
文
七
年

㷀
㷀

4

4

4

六

元
禄
刊
本

板
本

元
禄
十
三
年

㷀
㷀

4

4

4

七

肥
前
松
平
文
庫
本

写
本

不
明

煢
ゝ

　

○ 

各
本
の
表
記
の
調
査
に
用
い
た
資
料
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
稿
末
の
〈『
菅

家
文
草
』
諸
本
参
照
元
〉
欄
に
掲
載
し
た
。

　

○ 

「
表
記
」
中
の
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、最
も
形
が
近
い
準
仮
名
で
翻
刻
し
た
。
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「
芬
芬
」
の
辞
書
語
釈
は
以
下
の
通
り
。

〈「
芬
芬
」
辞
書
語
釈
〉

『
大
漢
』「
㊀
に
ほ
ふ
さ
ま
。
香
り
の
高
い
さ
ま
。
芬
郁
。
芬
馥
。
㊁
盛

で
美
し
い
さ
ま
。
㊂
乱
れ
る
さ
ま
。」

『
日
国
』「
芳
気
の
高
く
か
お
る
さ
ま
。
ま
た
、
広
く
悪
臭
の
漂
う
さ
ま

を
も
い
う
。」

『
漢
詞
』「
❶
芳
香
。
❷
猶
紛
紛
。
雑
乱
貌
。」

　
「
芬
芬
」
は
、
基
本
の
意
味
と
し
て
は
匂
い
が
香
る
様
子
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
香
り
の
表
現
で
あ
り
、
詩
と
の
相
性
も
良
さ
そ
う
に
思
え

る
が
、『
全
唐
詩
』
に
は
例
が
少
な
く
三
例
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

以
下
そ
の
三
例
を
年
代
順
に
挙
げ
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
三
十
一　

魏
徴
「
五
郊
楽
章
二
十
首　

雍
和
」（
全
文
）

律
応
西
成　

気
躔
南
呂

珪
幣
咸
列　

笙
竽
備
挙

苾
苾
蘭
羞　

芬
芬
桂
醑

式
資
宴
貺　

用
調
霜
序

○
『 

全
唐
詩
』
巻
三
二
二　

権
徳
輿
「
酬
陸
四
十
楚
源
春
夜
宿
虎
丘
山
、

対
月
寄
梁
四
敬
之
兼
見
貽
之
作
」（
部
分
）

芳
訊
発
幽
緘　

新
詩
比
良
覿

故
人
石
渠
署　

美
価
満
中
朝

落
落
杉
松
直　

芬
芬
蘭
杜
飄

雄
詞
鼓
溟
海　

曠
達
豁
煙
霄

○
『 

全
唐
詩
』
巻
六
〇
九　

皮
日
休
「
呉
中
苦
雨
因
書
一
百
韻
寄
魯
望
」

（
部
分
）

念
澇
為
之
災　

拝
神
再
三
告

太
陰
霍
然
收　

天
地
一
澄
粛

燔
炙
既
芬
芬　

威
儀
乃
毣
毣

須
権
元
化
柄　

用
拯
中
夏
酷

　

一
例
目
の
魏
徴
の
例
は
『
文
草
』
と
同
じ
く
「
桂
」
に
関
連
し
て
「
芬

芬
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
桂
醑
」
は
「
桂
の
花
を
浮
か
べ
た

美
酒
」（『
大
漢
』）
を
指
し
、
桂
で
は
な
く
酒
の
香
り
を
「
芬
芬
」
で
表

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
畳
対
と
し
て
「
苾
苾
」
と
あ
る
が
、

「
苾
苾
」
と
「
芬
芬
」
を
併
せ
用
い
る
の
は
後
述
す
る
『
詩
経
』
小
雅
に

も
例
が
あ
り
、
互
い
に
関
連
深
い
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
例
目
の
権
徳
輿
の
例
で
は
「
蘭
杜
」（「
香
草
の
名
」『
大
漢
』）
に
係
っ

て
お
り
、
桂
で
は
な
い
が
、
香
り
の
良
い
植
物
に
係
る
点
は
道
真
例
と
類

似
し
て
い
る
。

　

三
例
目
皮
日
休
の
例
で
は
、前
二
例
と
は
異
な
り
、植
物
で
は
な
く
「
燔

炙
」（「
焼
い
た
肉
」『
大
漢
』）
の
香
り
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
燔
炙
」

に
「
芬
芬
」
が
掛
け
ら
れ
る
の
は
、
後
述
す
る
『
詩
経
』「
大
雅
」
に
も

用
例
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
『
全
唐
詩
』
以
外
の
「
芬
芬
」
の
中
国
例
と
し
て
は
、
以
下
の
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通
り
『
詩
経
』
二
例
と
『
文
選
』
三
例
の
計
五
例
が
確
認
で
き
た
。

○
『 
詩
経
』「
小
雅　

谷
風
之
什　

信
南
山
」﹇『
新
釈
漢
文
大
系
一
一
一　

詩
経　

中
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

（
前
略
）

祭
以
清
酒　
　

祭
る
に
清
酒
を
以
て
し

従
以
騂
牡　
　

従
ふ
に
騂せ

い

牡ぼ

を
以
て
し

享
于
祖
考　
　

祖
考
に
享き

や
うす

執
其
鸞
刀　
　

其
の
鸞ら

ん

刀た
う

を
執
り

以
啓
其
毛　
　

以
て
其
の
毛
を
啓ひ

ら

き

取
其
血
膋　
　

其
の
血け

つ

膋れ
う

を
取
る

是
蒸
是
享　
　

是
れ
蒸
し
是
れ
享に

れ
ば

苾
苾
芬
芬　
　

苾ひ
つ

苾ひ
つ

芬ふ
ん

芬ぷ
ん

た
り

祀
事
孔
明　
　

祀
事
孔は

な
はだ

明つ
と

め

先
祖
是
皇　
　

先
祖
是
れ
皇ゆ

く

○
『 

詩
経
』「
大
雅　

生
民
之
什　

鳧
鷖
」﹇『
新
釈
漢
文
大
系
一
一
二　

詩
経　

下
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

（
前
略
）

鳧
鷖
在
亹　
　
　

鳧ふ

鷖え
い

亹び

に
在
り

公
尸
来
止
熏
熏　

公こ
う

尸し

来こ
こ

に
止と
ど

ま
り
て
熏く
ん

熏く
ん

た
り

旨
酒
欣
欣　
　
　

旨
き
酒
欣
欣
と
し
て

燔
炙
芬
芬　
　
　

燔は
ん

炙し
や

芬
芬
た
り

公
尸
燕
飲　
　
　

公
尸
燕
飲
し

無
有
後
艱　
　
　

後こ
う

艱か
ん

有
る
こ
と
無
し

　

前
者
「
小
雅
」
の
例
は
「
苾
苾
」
に
続
け
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
先
述

し
た
魏
徴
の
詩
の
「
苾
苾
」
と
「
芬
芬
」
の
畳
対
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

る
。
情
景
と
し
て
は
、「
血
膋
」（「
血
と
脂
膏
」
底
本
解
釈
よ
り
）
を
取
っ

た
犠
牲
の
牛
の
肉
を
蒸
し
た
り
煮
た
り
し
た
匂
い
の
「
香
り
の
よ
い
こ

と
」（
底
本
解
釈
）
を
表
し
て
い
る
。

　

後
者
の
「
大
雅
」
の
例
も
、「
燔
炙
」（「
焼
き
炙
っ
た
肉
」
底
本
解
釈

よ
り
）
の
、
動
物
的
な
肉
の
「
よ
い
香
り
」（
底
本
解
釈
）
を
「
芬
芬
」

で
表
し
て
い
る
。『
詩
経
』
に
お
け
る
「
芬
芬
」
は
、
特
に
肉
を
焼
い
た

時
の
良
い
匂
い
を
表
す
用
法
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、『
文
選
』
に
お
け
る
「
芬
芬
」
例
を
見
る
。『
文
選
』
に
は
、「
甘

泉
賦
」「
東
京
賦
」「
景
福
殿
賦
」
の
三
つ
の
賦
に
お
い
て
「
芬
芬
」
の
用

例
が
確
認
で
き
た
。
以
下
「
甘
泉
賦
」
と
「
景
福
殿
賦
」
の
用
例
を
確
認

す
る
。

○
『 

文
選
』
楊
子
雲
「
甘
泉
賦
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系
八
〇　

文

選
（
賦
篇
）
中
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

東
爥
滄
海　
　

東
の
か
た
滄
海
を
爥て

ら
し

西
燿
流
沙　
　

西
の
か
た
流
沙
を
燿て

ら
す

北
熿
幽
都　
　

北
の
か
た
幽
都
を
熿て

ら
し

南
煬
丹
厓　
　

南
の
か
た
丹
厓
を
煬て

ら
す

玄
瓚
觩
䚧　
　

玄げ
ん

瓚さ
ん

觩き
う

䚧り
う

と
し
て

秬
鬯
泔
淡　
　

秬き
よ

鬯ち
や
う

泔か
ん

淡た
ん

た
り
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肸
蠁
豊
融　
　

肸き
つ

蠁き
や
う

豊ほ
う

融ゆ
う

と
し
て

懿
懿
芬
芬　
　

懿い

懿い

芬
芬
た
り

炎
感
黃
龍
兮　

炎
は
黄
龍
を
感
ぜ
し
め

熛
訛
碩
麟　
　

熛と
ぶ
ひは
碩せ
き

麟り
ん

を
訛う
ご

か
す

　

底
本
に
よ
る
と
「
肸
蠁
豊
融　

懿
懿
芬
芬
」
は
、「
そ
の
良
い
香
り
は
、

周
囲
に
あ
ふ
れ
、
広
が
っ
た
。」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。「
秬
鬯
」
は
「
く

ろ
き
び
で
醸
し
た
香
酒
」（
底
本
解
釈
）
と
さ
れ
、「
芬
芬
」
は
そ
の
儀
式

に
お
け
る
酒
の
良
い
香
り
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の

「
甘
泉
賦
」
は
『
漢
書
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

○
『 

文
選
』
何
平
叔
「
景
福
殿
賦
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系
八
一　

文
選
（
賦
篇
）
下
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

芸
若
充
庭
、
槐
楓
被
宸
。　

芸う
ん

若じ
や
く

庭
に
充
ち
、
槐
く
わ
い

楓ふ
う

宸し
ん

を
被お
ほ

ふ
。

綴
以
万
年
、　
　
　
　
　
　

綴
る
に
万
年
を
以
て
し
、

綷
以
紫
榛
。　
　
　
　
　
　

綷ま
じ

ふ
る
に
紫し

榛し
ん

を
以
て
す
。

或
以
嘉
名
取
寵
、　
　
　
　

或
い
は
嘉
名
を
以
て
寵
を
取
り
、

或
以
美
材
見
珍
。　
　
　
　

或
い
は
美
材
を
以
て
珍
と
せ
ら
る
。

結
実
商
秋
、
敷
華
青
春
。　

実
を
商
秋
に
結
び
、
華
を
青
春
に
敷
く
。

藹
藹
萋
萋
、
馥
馥
芬
芬
。　

藹
藹
萋せ

い

萋せ
い

、
馥
馥
芬
芬
た
り
。

【
底
本
語
釈
】
香
り
が
高
い
形
容
。

　

こ
の
「
景
福
殿
賦
」
の
「
芬
芬
」
は
、
建
物
の
周
囲
の
「
芸
若
」「
槐
楓
」

と
言
っ
た
名
草
名
木
の
香
り
の
高
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
挙
げ

な
か
っ
た
張
衡
「
東
京
賦
」
の
「
芬
芬
」
例
も
、『
詩
経
』「
大
雅
」
と
同

じ
く
「
燔
炙
」
に
係
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
こ
の
「
景
福
殿
賦
」
の
用
例

は
、
植
物
の
香
り
に
係
る
唐
以
前
の
「
芬
芬
」
の
用
例
と
し
て
注
目
す
べ

き
一
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
中
国
に
お
け
る
「
芬
芬
」
の
用
例
を
見
て
き
た
が
、
本
邦
で
も

道
真
以
前
の
例
と
し
て
、
空
海
の
『
性
霊
集
』
と
、『
経
国
集
』
の
用
例

を
確
認
で
き
た
。
以
下
掲
出
す
る
。

○
空 

海
『
性
霊
集
』
巻
一
「
入
山
興
」（
部
分
）﹇『
日
本
古
典
文
学
大
系

七
一　

三
教
指
帰　

性
霊
集
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

君
不
見
。
々
々
々
。　
　
　

君
見
ず
や
、
君
見
ず
や
、

京
城
御
菀
。
桃
李
紅
。　
　

京
城
の
御
菀
の
桃
李
の
紅
な
る
を
。

灼
々
芬
々
。
顔
色
同
。　
　

灼
灼
芬
芬
と
し
て
顔
色
同
じ
。

一
開
雨
。　
　
　
　
　
　
　

一
た
び
は
雨
に
開
け
、

一
散
風
。　
　
　
　
　
　
　

一
た
び
は
風
に
散
ず
。

飄
上
。
飄
下
。
落
園
中
。　

上か
み

に
飄へ
う

し
下し
も

に
飄へ
う

し
て
園
の
中
に
落
つ
。

【
底
本
語
釈
】
盛
ん
に
芳
気
を
放
つ
こ
と
。

○
『 

経
国
集
』
巻
十
三　

源
明
「
雑
言
九
日
翫
菊
花
篇
応
製
一
首
」（
全
文
）

﹇『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学　

下
Ⅱ
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

翫
芳
菊　

幾
芬
芬　

芳
菊
を
翫
ぶ
、
幾
芬
芬
。

延
寿
時
浮
王
弘
酒　

延
寿
時
に
浮
か
ぶ
王
弘
が
酒
、

空
嗟
盈
把
夕
陽
曛　

空
し
く
嗟な

げ

く
把は

に
盈
ち
て
夕
陽
曛く

る
る
こ
と
を
。

【
底
本
語
釈
】
香
ぐ
は
し
い
様
。
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こ
の
二
つ
の
本
邦
作
品
の
詠
ま
れ
た
年
代
は
、
前
者
の
空
海
「
入
山
興
」

は
良
岑
安
世
に
贈
っ
た
作
品
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
安
世
の
没
年
で
あ
る

天
長
七
（
八
三
〇
）
年
以
前
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
後
者
の
源
明
「
雑
言
九
日
翫
菊
花
篇
応
製
一
首
」
は
天
長
三
（
八

二
六
）
年
の
作
（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学　

下
Ⅱ
』
に
よ
る
）
で
あ
り
、

ほ
ぼ
同
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　

両
例
と
も
「
桃
李
」「
芳
菊
」
に
係
っ
て
お
り
、
果
実

や
花
の
香
り
に
対
し
て
「
芬
芬
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
文
草
』
の
例
も
加
え
る
と
、
本
邦
に
お
い
て
の
「
芬
芬
」

は
、「
菊
」
や
「
桂
」
等
の
植
物
の
香
り
に
対
し
て
用
い

る
傾
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
調
査
で
き
た
道
真
以
前
の
本
邦
、
並
び
に
唐
代
ま

で
の
中
国
に
お
け
る
「
芬
芬
」
の
表
現
す
る
匂
い
の
対
象

に
つ
い
て
、「
植
物
」
あ
る
い
は
「
酒
肉
」
か
で
分
別
し

た
と
こ
ろ
、
表
三
の
よ
う
に
な
っ
た
。
表
三
に
よ
る
と
、

中
国
に
お
い
て
「
芬
芬
」
は
『
詩
経
』
を
始
め
、
古
く
は

酒
肉
の
匂
い
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
が
、『
文
選
』
所
収
の
三
国
時
代
の
「
景
福
殿
賦
」

や
、
唐
詩
に
お
い
て
は
、
植
物
の
香
り
に
用
い
ら
れ
る
例

が
確
認
さ
れ
る
。「
芬
」
の
部
首
は
艸
部
で
あ
る
た
め
、

植
物
に
関
わ
る
香
り
の
方
が
原
義
に
近
い
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
先
秦
両
漢
期
で
は
酒
肉
の

匂
い
に
対
し
て
の
用
例
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

対
す
る
本
邦
の
「
芬
芬
」
例
は
、
い
ず
れ
も
植
物
の
香

り
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
中
国
の
「
景
福
殿
賦
」
や
、
唐
代
詩
人

権
徳
輿
の
用
法
に
連
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る

「
芬
芬
」
は
、
畳
対
な
ど
で
必
ず
他
の
畳
語
と
共
起
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
が
、
本
邦
の
源
明
と
道
真
の
例
で
は
、
他
の
畳
語
を
伴
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
点
は
独
自
の
用
法
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

表
三
　「
芬
芬
」
表
現
対
象
物
一
覧
（
国
別
・
年
代
順
）

題
・
作
者
名

（
作
品
種
類
）

年
代

対
象
事
例

畳
語
の

共
起

出
典

用
い
ら
れ

た
場
面

植
物

酒
・
肉

小
雅（
詩
）

先
秦

●

騂
牡

苾
苾

『
詩
経
』

儀
式
祭
典

大
雅（
詩
）

先
秦

●

燔
炙

欣
欣

『
詩
経
』

儀
式
祭
典

甘
泉
賦（
賦
）

前
漢

●

秬
鬯

懿
懿

『
漢
書
』
※

儀
式
祭
典

東
京
賦（
賦
）

後
漢

●

燔
炙

薫
薫

『
文
選
』

儀
式
祭
典

景
福
殿
賦（
賦
）
三
国

●

芸
若
槐
楓

馥
馥

『
文
選
』

庭
園
賛
美

魏
徴（
詩
）

初
唐

△

桂
醑

△

桂
醑

苾
苾

『
全
唐
詩
』

儀
式
祭
典

権
徳
輿（
詩
）

中
唐

●

蘭
杜

落
落

『
全
唐
詩
』

名
勝
風
景

皮
日
休（
詩
）

晩
唐

●

燔
炙

毣
毣

『
全
唐
詩
』

儀
式
祭
典

空
海（
詩
）

平
安

●

桃
李

灼
灼

『
性
霊
集
』

都
の
庭
園

源
明（
詩
）

平
安

●

菊

な
し

『
経
国
集
』

重
陽
節
会

菅
原
道
真（
詩
）
平
安

●

桂

な
し

『
菅
家
文
草
』
進
士
及
第

　

○ 

「
畳
語
の
共
起
」
に
は
、
畳
語
の
連
続
で
あ
る
「
重
畳
」
や
、
対
句
に
畳
語
を
配
置
す
る
「
畳

対
」
が
見
ら
れ
た
用
例
に
つ
い
て
、
共
起
し
て
い
た
畳
語
を
掲
載
し
た
。

　

※
「
甘
泉
賦
」
は
、『
漢
書
』
の
他
『
文
選
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

△
魏
徴
詩
で
は
、「
桂
」
か
「
醑
」
か
、
あ
る
い
は
両
方
に
つ
い
て
修
飾
す
る
か
、
判
断
し
難
い
。



100

　

ま
た
、
中
国
・
本
邦
を
含
め
、
今
回
確
認
で
き
た
「
芬
芬
」
の
用
例
全

て
が
詩
や
賦
と
言
っ
た
韻
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ

る
。
散
文
に
お
け
る
用
例
を
拾
い
き
れ
な
か
っ
た
、
或
い
は
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
他
の
畳
語
と
共
起
す
る
性
質
な

ど
、
韻
文
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
語
で
あ
る
点
は
認
め
う
る
だ
ろ
う

か
。【
補
注
】

　

道
真
詩
に
お
け
る
用
例
は
、
そ
う
し
た
詩
語
と
し
て
の
「
芬
芬
」
を
理

解
し
つ
つ
、
た
だ
重
畳
や
畳
対
の
様
な
従
来
の
用
法
に
拘
ら
ず
に
用
い
ら

れ
た
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。他
の
畳
語
と
共
起
し
な
い
の
は
、『
経

国
集
』
の
源
明
の
詩
と
道
真
詩
の
み
し
か
確
認
で
き
ず
、
特
異
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
た
だ
こ
れ
は
、
他
の
作
品
が
律
詩
や
長
編
の
古
詩
・
賦
で
あ

る
の
に
対
し
、
源
明
と
道
真
の
作
品
は
い
ず
れ
も
四
句
以
下
の
短
編
で
あ

る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
、『
菅
家
後
集
』「
敍
意
一
百
韻
」
の
「
懍
懍
」

　
「
懍
懍
」
は
道
真
の
用
例
と
し
て
は
『
後
集
』
に
以
下
の
一
例
の
み
見

ら
れ
た
。

◎ 

『
菅
家
後
集
』
四
八
四
「
敍
意
一
百
韻
」（
部
分
）
※
訓
読
も
底
本
準
拠

試
製
嫌
傷
錦　
　

試
こ
こ
ろ
みに
製
し
て　

錦
を
傷
め
む
こ
と
を
嫌
ふ

採
刀
慎
欠
鉛　
　

刀
を
採
り
て　

鉛
を
欠
か
む
こ
と
を
慎
む

兢
〻
馴
鳳
扆　
　

兢
兢
と
し
て
鳳ほ

う

扆い

に
馴
れ
た
り

懍
〻
撫
龍
泉　
　

懍
懍
と
し
て
龍
泉
を
撫な

づ

脱
屣
黄
埃
俗　
　

屣く
つ

を
脱
ぐ　

黄
く
わ
う

埃あ
い

の
俗

交
襟
紫
府
仙　
　

襟
を
交
ふ　

紫
府
の
仙

【
川
口
頭
注
】「
畏
怖
す
る
さ
ま
。」

　

こ
の
「
敍
意
一
百
韻
」
は
五
言
百
聯
か
ら
成
る
、
謫
居
で
の
深
い
懊
悩

を
詠
み
尽
く
し
た
道
真
渾
身
の
大
作
で
あ
る
。『
川
口
大
系
』
頭
注
に
よ

る
と
、「
龍
泉
」
は
「
宝
剣
の
名
。（
引
用
者
中
略
）
天
子
に
か
か
わ
る
語
。」

で
あ
り
、
醍
醐
帝
を
指
す
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
懍
懍
」
は
、
そ
の
醍
醐

帝
に
侍
る
道
真
の
「
畏
怖
」
の
感
情
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る注１
。「
懍

懍
撫
龍
泉
」
は
、「
畏
れ
な
が
ら
帝
に
接
し
」
と
言
っ
た
意
訳
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
懍
懍
撫
龍
泉
」
に
つ
い
て
、
焼
山
（
二
〇
一
〇
）
で
は
「
危
ぶ

み
お
そ
れ
な
が
ら
宝
剣
を
撫
で
て
い
た注２
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
微
妙
な

解
釈
の
差
で
は
あ
る
が
、『
川
口
大
系
』
で
は
帝
に
対
す
る
畏
れ
多
さ

0

0

0

0

と

し
て
、
焼
山
注
釈
で
は
び
く
び
く
と
し
た
恐
怖
心
と
し
て
、
若
干
異
な
る

捉
え
方
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
清
藤
（
一
九
五
三
、
一
九
七
一
）
の
翻
刻
で
は
、「
懍
〻
」
が

「
慄
々
」
と
な
っ
て
お
り
、「
至
尊
の
御
徳
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
と
気
を

配
り
」（
清
藤
（
一
九
七
一
））
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
清
藤
（
一
九

五
三
、
一
九
七
一
）
が
底
本
と
す
る
『
後
集
』
貞
享
刊
本
と
群
書
類
従
本

を
確
認
し
た
（
影
印
参
照
元
は
稿
末
に
記
載
）
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
「
懍

〻
」
と
な
っ
て
い
た
た
め
、「
慄
々
」
は
翻
刻
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
「
懍
懍
」
の
辞
書
語
釈
を
確
認
し
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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〈「
懍
懍
」
辞
書
語
釈
〉

『
大
漢
』「
㊀
危
ぶ
み
お
そ
れ
る
さ
ま
。
㊁
威
厳
の
あ
る
さ
ま
。
り
り

し
い
さ
ま
。
㊂
つ
つ
し
む
さ
ま
。」

『
日
国
』「
あ
や
ぶ
み
恐
れ
る
さ
ま
。」

『
漢
詞
』「
❶
危
惧
貌；

戒
慎
貌
。
❷
厳
正
貌
。
剛
烈
貌
。
❸
寒
冷
貌
。」

　

辞
書
語
釈
で
は
、
第
一
義
は
「
危
惧
」「
危
ぶ
み
恐
れ
る
」
と
し
て
ほ

ぼ
一
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
焼
山
（
二
〇
一
〇
）
の
解
釈
は
、
こ

れ
ら
の
辞
書
語
釈
に
沿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
川
口
大
系
』
の
取

る
「
畏
怖
す
る
さ
ま
」
は
、
や
や
意
訳
的
な
解
釈
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。

　

実
際
の
中
国
に
お
け
る
「
懍
懍
」
の
用
例
を
確
認
し
て
み
る
。
ま
ず
『
全

唐
詩
』
に
は
、
韓
愈
に
二
例
、
杜
牧
に
一
例
の
計
三
例
が
確
認
で
き
た
。

以
下
三
例
と
も
掲
載
す
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
三
三
八　

韓
愈
「
永
貞
行
」（
部
分
）

北
軍
百
万
虎
与
貔　

天
子
自
将
非
他
師

一
朝
奪
印
付
私
党　

懍
懍
朝
士
何
能
為

狐
鳴
梟
噪
争
署
置　

睗
睒
跳
踉
相
嫵
媚

夜
作
詔
書
朝
拝
官　

超
資
越
序
曾
無
難

○
『
全
唐
詩
』
巻
三
三
九　

韓
愈
「
落
歯
」（
部
分
）

及
至
落
二
三　

始
憂
衰
即
死

毎
一
将
落
時　

懍
懍
恒
在
已

叉
牙
妨
食
物　

顚
倒
怯
漱
水

○
『
全
唐
詩
』
巻
五
二
一　

杜
牧
「
李
給
事
中
敏
」
二
首
之
一
（
後
略
）

一
章
緘
拝
皁
囊
中　

懍
懍
朝
廷
有
古
風

元
礼
去
帰
緱
氏
学　

江
充
来
見
犬
台
宮

紛
紜
白
昼
驚
千
古　

鈇
鑕
朱
殷
幾
一
空

　

三
例
共
「
懍
懍
」
が
句
頭
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
が
、

一
・
三
例
目
に
つ
い
て
は
特
に
、「
朝
士
」「
朝
廷
」
と
「
朝
」
に
係
っ
て

お
り
興
味
深
い
。
両
例
共
、
天
子
や
君
主
に
対
し
て
の
用
例
で
あ
り
、『
川

口
大
系
』
の
取
る
「
畏
怖
」
の
情
景
と
同
類
の
例
と
し
て
考
え
る
事
も
可

能
だ
ろ
う
か
。
二
例
目
の
韓
愈
「
落
歯
」
の
例
に
つ
い
て
は
、
老
齢
で
い

つ
歯
が
抜
け
る
か
と
心
配
す
る
情
景
で
あ
り
、
畏
怖
の
意
味
と
は
少
し
離

れ
た
用
例
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
他
の
中
国
例
と
し
て
は
、『
書
経
』
一
例
、『
後
漢
書
』
二
例
、『
晋

書
』
二
例
、『
隋
書
』
二
例
、『
文
選
』
二
例
の
少
な
く
と
も
計
九
例
を
確

認
で
き
た
。
以
下
そ
の
中
か
ら
五
例
を
挙
げ
て
み
る
。

○
『 

書
経
』「
泰
誓
中
第
二
」（
前
略
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系
二
六　

書
経　

下
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

我
武
惟
揚
、
侵
于
之
疆
、　

我
が
武
惟こ

れ
揚
が
り
、
之こ
れ

が
疆き
や
うを

侵
し
、

取
彼
凶
残
、
我
伐
用
張
。　

彼
の
凶
残
を
取
り
、
我
が
伐ば

つ

用も
つ

て
張
る
。

于
湯
有
光
。
勖
哉
夫
子
。　

湯
に
于お

い
て
光
有
ら
ん
。勖つ
と

め
ん
哉
夫
子
。

罔
或
無
畏
、　
　
　
　
　
　

畏
る
る
無
き
或
る
罔な

か
れ
、
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寧
執
非
敵
。　
　
　
　
　
　

寧
ろ
敵
す
る
に
非
ざ
る
を
執
れ
。

百
姓
懍
懍
、　
　
　
　
　
　

百
ひ
や
く

姓せ
い

懍り
ん

懍り
ん

と
し
て
、

若
崩
厥
角
。　
　
　
　
　
　

崩
る
る
が
若
く
厥げ

つ

角か
く

す
。

　

こ
の
例
は
、「
人
民
は
受
（
引
用
者
注
・
紂
王
）
を
ひ
ど
く
恐
れ
て
、

一
斉
に
崩
れ
る
か
の
よ
う
に
平
伏
し
て
い
る
。」（
底
本
解
釈
）
と
解
釈
さ

れ
て
お
り
、
暴
君
と
伝
え
ら
れ
る
紂
王
の
恐
怖
政
治
を
、
民
が
恐
れ
る
情

景
に
用
い
ら
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
君
主
に
対
し
て
の
感
情
で
は
あ
る

が
、「
畏
怖
」
と
言
う
よ
り
は
、
純
粋
な
恐
怖
心
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

○
『 

後
漢
書
』
巻
六
十
六
「
陳
王
列
伝
第
五
十
六
陳
蕃
」（
部
分
）﹇
宋
紹

興
本
﹈

及
遭
際
会
、
協
策
竇
武
、
自
謂
万
世
一
遇
也
。
懍
懍
乎
伊
、
望
之
業
矣
。

　

こ
の
『
後
漢
書
』
の
例
に
つ
い
て
は
、『
漢
詞
』
で
は
❷
の
「
厳
正
貌；

剛
烈
貌
。」（『
大
漢
』
㊁
の
「
威
厳
の
あ
る
さ
ま
」
に
当
た
る
か
）
の
用

例
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
恐
れ
の
意
味
用
法
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

○
『
晋
書
』
巻
四
十
八
「
列
伝
第
十
八
段
灼
」（
部
分
）﹇
金
陵
書
局
本
﹈

当
爾
之
時
、
二
州
危
懼
、
隴
右
懍
懍
、
幾
非
国
家
之
有
也
。
先
帝
以
為

深
憂
重
慮
、
思
惟
可
以
安
辺
殺
敵
莫
賢
於
艾
、
故
授
之
以
兵
馬
、
解
狄

道
之
囲
。

　

こ
の
『
晋
書
』
の
例
は
、「
危
懼
」
と
対
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

「
危
惧
」
の
情
景
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
『 

文
選
』
陸
士
衡
「
文
賦
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系
八
一　

文
選
（
賦

篇
）
下
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

遵
四
時
以
歎
逝　
　

四
時
に
遵
ひ
て
以
て
逝
く
を
歎
き
、

瞻
万
物
而
思
紛　
　

万
物
を
瞻み

て
思
ひ
紛み
だ

る

悲
落
葉
於
勁
秋　
　

落
葉
を
勁け

い

秋し
う

に
悲
し
み
、

喜
柔
条
於
芳
春　
　

柔
条
を
芳
春
に
喜
ぶ
。

心
懍
懍
以
懐
霜　
　

心
懍
懍
と
し
て
以
て
霜
を
懐
ひ
、

志
眇
眇
而
臨
雲　
　

志
眇
眇
と
し
て
雲
に
臨
む
。

　

こ
の
「
文
賦
」
の
例
で
は
、
底
本
の
注
釈
に
拠
る
と
「
心
を
引
き
締
め

た
様
子
」
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
。「
懍
懍
」
の
辞
書
語
釈
と
し
て
は
、『
大

漢
』
㊂
の
「
つ
つ
し
む
さ
ま
」
に
近
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
文
脈
の
「
心

懍
懍
以
懐
霜
」
を
考
慮
す
る
と
、
霜
を
想
像
し
て
身
を
引
き
締
め
る
情
景

が
考
え
ら
れ
、
底
本
の
「
心
を
引
き
締
め
た
様
子
」
と
す
る
解
釈
が
的
確

と
思
わ
れ
る
。

○
『 

文
選
』
呉
質
「
在
元
城
与
魏
太
子
牋
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系

八
三　

文
選
（
文
章
篇
）
中
』﹈
※
訓
読
も
底
本
準
拠

至
於
奉
遵
科
教　
　
　
　
　

科
教
を
奉
遵
し
、

班
揚
明
令　
　
　
　
　
　
　

明
令
を
班
揚
す
る
に
至
り
て
は
、

下
無
威
福
之
吏　
　
　
　
　

下
に
威
福
の
吏
無
く
、

邑
無
豪
侠
之
傑　
　
　
　
　

邑
に
豪
侠
の
傑
無
く
、
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賦
事
行
刑
資
於
故
実　
　
　

事
に
賦
し
刑
を
行
ひ
、
故
実
に
資よ

ら
ん
、

抑
亦
懍
懍
有
庶
幾
之
心　
　

抑
〻
亦
懍
懍
と
し
て
庶
幾
の
心
有
り
。

　

こ
ち
ら
の
「
懍
懍
」
に
つ
い
て
も
、
底
本
に
拠
る
と
「
慎
ん
で
励
も
う

と
す
る
」
意
と
な
る
。
政
治
を
公
正
に
行
う
と
言
う
誓
い
の
文
脈
で
あ
り
、

前
掲
の
「
文
賦
」
の
「
心
を
引
き
締
め
た
様
子
」
と
の
用
法
に
も
近
い
で

あ
ろ
う
か
。
辞
書
語
釈
の
筆
頭
に
出
る
「
危
惧
」
の
意
味
で
は
通
じ
難
い

用
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

以
上
中
国
に
お
け
る
「
懍
懍
」
の
用
例
を
確
認
し
て
き
た
が
、
辞
書
語

釈
に
見
ら
れ
る
「
危
ぶ
み
恐
れ
る
」
用
法
の
他
、『
後
漢
書
』
の
「
厳
正
」

の
用
法
や
、『
文
選
』
の
「
心
を
引
き
締
め
た
様
子
」「
慎
ん
で
励
も
う
と

す
る
」
意
味
の
用
法
も
あ
る
事
が
分
か
っ
た
。

　
『
後
集
』
に
お
け
る
「
懍
懍
」
は
、
道
真
の
醍
醐
帝
に
対
す
る
忠
誠
心

を
表
し
た
場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
畏
れ
多
い
と
言
っ
た
感
情
も

考
え
ら
れ
る
が
、『
文
選
』
の
用
法
の
様
に
、「
心
を
引
き
締
め
」「
慎
ん
で
」

誠
心
誠
意
お
仕
え
し
た
、
と
言
っ
た
意
味
で
捉
え
る
の
も
自
然
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
左
遷
直
前
の
道
真
の
不
安
定
な
身
辺
を
考
え
る
と
、

「
危
ぶ
み
恐
れ
る
」
感
情
の
吐
露
と
の
解
釈
も
適
切
と
は
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
は
あ
く
ま
で
醍
醐
帝
へ
仕
え
る
姿
勢
を
表
し
た
箇
所
で
あ
る
た
め
、

恩
賜
の
御
衣
を
大
宰
府
ま
で
持
参
し
た
道
真
の
忠
誠
心
の
深
さ
を
考
慮
す

れ
ば
、
家
臣
と
し
て
の
真
摯
な
態
度
を
「
懍
懍
」
で
示
し
て
い
る
と
捉
え

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
ど
ち
ら
の
意
味
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
中
国
の
用
法
に
沿
っ
た
用
法
で
あ
る
点
に
変
わ
り
は
な
い
。

五
、『
菅
家
後
集
』「
敍
意
一
百
韻
」
の
「
脛
脛
」

　
「
脛
脛
」
は
道
真
詩
に
お
い
て
『
後
集
』
中
に
以
下
の
一
例
の
み
用
い

ら
れ
て
い
る
。

◎
『
菅
家
後
集
』
四
八
四
「
敍
意
一
百
韻
」（
部
分
）
※
訓
読
も
底
本
準
拠

風
摧
同
木
秀　
　

風
に
摧く

じ

け
て
木
の
秀ひ

づ
る
に
同
じ

灯
滅
異
膏
煎　
　

灯
滅き

え
て
膏あ
ぶ
らの

煎
ら
る
る
に
異
な
り

苟
可
営
〻
止　
　

苟
し
く
も
営
営
と
し
て
止と

ま

る
べ
し

胡
為
脛
〻
全　
　

胡な
ん

為す

れ
ぞ
脛
脛
と
し
て
全ま
た

か
ら
む

覆
巣
憎
㲉
卵　
　

巣
を
覆
し
て
㲉か

く

卵ら
ん

を
憎
む

捜
穴
𠮟
蚳
蝝　
　

穴
を
捜も

と

め
て
蚳ち

蝝え
ん

を
𠮟
る

法
酷
金
科
結　
　

法
は　

金
科
の
結
ば
む
よ
り
も
酷か

ら

し

功
休
石
柱
鐫　
　

功
は　

石
柱
に
鐫ゑ

ら
む
こ
と
を
休や

め
に
き

悔
忠
成
甲
冑　
　

忠
の　

甲
冑
と
成
ら
む
こ
と
を
悔
ゆ

悲
罰
痛
戈
鋋　
　

罰
の　

戈
鋋
よ
り
も
痛

た
へ
が
たき

こ
と
を
悲
し
ぶ

【
川
口
頭
注
】「
こ
う
い
う
状
況
で
は
、
ど
う
し
て
正
直
に
や
っ
て
行

く
も
の
が
、
無
事
で
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」

【
川
口
補
注
】「「
脛
脛
」
は
、
正
直
な
さ
ま
・
直
ぐ
な
る
さ
ま
。
漢
書
、

楊
惲
の
伝
に
「
事
何
容
易
、
脛
脛
者
、
未
必
全
也
」
と
あ
る
に
よ

る
。」

　

前
章
で
取
り
上
げ
た
「
懍
懍
」
と
同
じ
く
、「
敍
意
一
百
韻
」
に
お
け

る
用
例
で
あ
り
、「
胡
為
脛
脛
全
」
は
二
百
句
中
の
一
八
四
句
目
で
、
作
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品
と
し
て
は
終
盤
に
当
た
る
。
こ
こ
で
「
脛
〻
」
は
道
真
の
実
直
な
生
き

様
を
表
し
、
奸
臣
の
蔓
延
る
様
を
示
す
「
営
〻
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。

続
く
「
覆
巣
憎
㲉
卵
」
以
下
の
句
で
は
道
真
自
身
に
降
り
か
か
る
運
命
の

苛
烈
さ
が
切
々
と
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

清
藤
（
一
九
五
三
、
一
九
七
一
）
で
は
前
句
の
「
営
〻
止
」
も
「
わ
た

し
（
道
真
、
稿
者
注
）
が
極
力
策
を
弄
し
て　

そ
の
地
位
に
と
ど
ま
る
」

（
清
藤
（
一
九
七
一
））
意
味
に
解
し
、「
胡
為
脛
〻
全
」
は
「
身
の
安
全

は
保
証
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」（
同
書
）
と
捉
え
て
い
る
。
焼
山
（
二

〇
一
一
）
で
は
、『
川
口
大
系
』
と
同
じ
く
「
営
〻
」
は
「
私
を
陥
れ
た

小
人
た
ち
」
の
形
容
で
、「
脛
脛
」
は
「
正
直
に
事
を
行
っ
て
い
く
者
」

と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　
「
脛
脛
」
の
辞
書
語
釈
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

〈「
脛
脛
」
辞
書
語
釈
〉

『
大
漢
』「
正
直
な
さ
ま
。
硜
硜
。」

『
日
国
』「
ま
っ
す
ぐ
な
さ
ま
。
正
直
な
さ
ま
。」

『
漢
詞
』「
硜
硜
。
固
執
貌
。」

　
『
川
口
大
系
』
の
解
釈
と
も
ほ
ぼ
同
じ
、「
正
直
な
さ
ま
」
と
し
て
一
定

し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、『
大
漢
』『
漢
詞
』
に
よ
る
と
、
石
偏
の
「
硜

硜
」
と
通
用
す
る
様
で
あ
る
が
、
そ
の
用
例
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

　
「
脛
脛
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
お
よ
び
本
邦
の
用
例
と
し
て
、『
川
口
大

系
』
補
注
や
焼
山
（
二
〇
一
一
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
以
下
の
『
漢
書
』

の
一
例
の
み
が
確
認
で
き
た
。

○
『 

漢
書
』
巻
六
十
六
「
公
孫
劉
田
王
楊
蔡
陳
鄭
伝
第
三
十
六
子
惲
」（
部

分
）﹇
王
先
謙
漢
書
補
注
本
﹈

郎
中
丘
常
謂
惲
曰
、
聞
君
侯
訟
韓
馮
翊
、
当
得
活
乎
。
惲
曰
、
事
何
容

易
。
脛
脛
者
未
必
全
也
。
我
不
能
自
保
、
真
人
所
謂
鼠
不
容
穴
銜
窶
数

者
也
。

　
「
脛
脛
者
未
必
全0

也
」
と
、「
全
」
と
共
起
す
る
点
は
『
後
集
』
例
と
同

じ
で
あ
り
、
用
法
の
関
連
性
が
窺
え
る
。「
脛
脛
」
は
辞
書
類
に
も
以
上

の
『
漢
書
』
の
用
例
以
外
に
挙
例
が
無
く
、
今
回
の
調
査
で
は
中
国
お
よ

び
本
邦
に
お
い
て
経
史
書
、
詩
詞
、
仏
典
に
至
る
ま
で
他
の
用
例
を
見
出

せ
な
か
っ
た
。
道
真
の
時
代
に
存
在
し
た
、「
脛
脛
」
を
用
い
た
何
ら
か

の
他
の
文
献
が
、
現
在
ま
で
に
消
滅
し
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
学
寮
で
講
読
さ
れ
て
い
た
『
漢
書
』（
桃
（
一

九
八
三
））
で
あ
れ
ば
道
真
も
ほ
ぼ
確
実
に
通
覧
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
点

も
総
合
し
て
判
断
す
る
と
、
道
真
が
こ
の
『
後
集
』「
敍
意
一
百
韻
」
に

お
い
て
「
脛
脛
」
の
手
本
に
し
得
た
資
料
は
、
こ
の
『
漢
書
』
の
一
節
で

あ
る
蓋
然
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
言
う

の
が
、
今
回
の
調
査
で
の
結
論
で
あ
る
。

　
『
漢
書
』
は
言
を
俟
た
ず
著
名
な
史
書
で
あ
り
、「
脛
脛
」
の
語
も
中
国

の
他
書
で
引
用
さ
れ
て
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
が
、
海
を
越
え
た
道
真
詩

の
例
だ
け
が
現
在
に
残
っ
て
い
る
の
は
注
意
す
べ
き
事
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
だ
け
道
真
が
こ
の
『
漢
書
』
子
惲
伝
の
一
節
に
感
ず
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
語
彙
の
博
引
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

一
例
と
言
え
る
。
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な
お
、「
脛
脛
」
と
通
用
す
る
と
さ
れ
る
「
硜
硜
」
に
つ
い
て
は
、『
論

語
』
二
例
、『
史
記
』
一
例
、『
後
漢
書
』
一
例
、『
晋
書
』
一
例
の
他
、『
全

唐
詩
』
で
も
一
例
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
『
全
唐
詩
』
の
用
例

を
挙
げ
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
七
九
一　

韓
愈
「
城
南
聯
句
」（
前
略
）

陶
暄
逐
風
乙　

躍
視
舞
晴
蜻

足
勝
自
多
詣　

心
貪
敵
無
勍

始
知
楽
名
教　

何
用
苦
拘
儜

畢
景
任
詩
趣　

焉
能
守
硜
硜

　
「
守
」
と
言
う
動
詞
と
共
起
し
て
お
り
、
固
く
守
る
と
言
う
意
味
用
法

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
用
例
を
見
る
限
り
、「
脛
脛
」
と
「
硜
硜
」
は
や
は

り
通
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、『
後
集
』
の
「
脛
脛
」
の
箇
所
に

つ
い
て
、
大
島
文
庫
本
と
太
宰
府
天
満
宮
一
・
二
本
が
「

々
」
と
す
る

（
焼
山
（
二
〇
一
一
）
に
よ
る
）
異
文
以
外
は
確
認
で
き
ず
、『
後
集
』
例

は
あ
く
ま
で
も
肉
月
の
「
脛
」
で
あ
り
、
や
は
り
『
漢
書
』
例
が
元
と
な
っ

た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。『
漢
書
』
楊
惲
伝
に
つ
い
て
も
、
底
本

と
し
た
王
先
謙
漢
書
補
注
本
の
他
、
宋
慶
元
本
、
武
英
殿
二
十
四
史
本
、

摛
藻
堂
四
庫
全
書
薈
要
本
、
欽
定
四
庫
全
書
本
の
四
板
本
を
確
認
し
た

が
、
全
て
「
脛
」
に
な
っ
て
い
た
。
な
ぜ
『
漢
書
』
で
は
通
用
の
「
硜
硜
」

で
は
な
く
「
脛
脛
」
を
用
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
回
は

明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

六
、
ま
と
め

　

本
稿
で
扱
っ
た
四
語
に
つ
い
て
、
要
点
を
以
下
表
四
に
ま
と
め
た
。

　
「
脛
脛
」
は
中
国
例
と
し
て
は
『
漢
書
』
に
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た

が
、「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」
は
複
数
の
中
国
文
献
で
道
真
詩
と
同
じ

意
味
用
法
の
用
例
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」
に

つ
い
て
は
、
少
数
な
が
ら
も
『
全
唐
詩
』
の
用
例
も
確
認
で
き
、
道
真
詩

の
用
例
が
唐
代
の
詩
に
沿
っ
た
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
た
事
が
分
か
っ
た
。

　
「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」
の
三
語
は
『
全
唐
詩
』
に
あ
る
よ
う
な
唐

の
詩
を
参
考
に
し
て
道
真
が
詩
に
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ

表
四
　『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』に
お
け
る「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」「
脛
脛
」

語
例

用
例
所
在

道
真
例
と
同
じ
意
味

用
法
の
例
が
確
認
で

き
た
中
国
文
献

道
真
例
と
同
じ
意
味

用
法
と
考
え
ら
れ
る

『
全
唐
詩
』
用
例
作

者
名

道
真
以

前
の
本

邦
用
例

煢
煢

菅
家
文
草　

巻
二

後
漢
書
、
全
唐
詩

斉
澣
（
盛
唐
）、
盧

綸
（
盛
唐
）、
長
孫

佐
輔
（
中
唐
）、
施

肩
吾
（
中
唐
）

な
し

芬
芬

菅
家
文
草　

巻
二

文
選
、
全
唐
詩

魏
徴
（
初
唐
）、
権

徳
輿
（
中
唐
）

空
海
、

源
明

懍
懍

菅
家
後
集

書
経
、
晋
書
、
隋
書
、

文
選
、
全
唐
詩

韓
愈
（
中
唐
）、
杜

牧
（
晩
唐
）

な
し

脛
脛

菅
家
後
集

漢
書

な
し

な
し
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れ
の
語
の
用
例
の
残
る
唐
代
詩
人
は
様
々
で
あ
り
、
例
え
ば
夙
に
道
真
詩

へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
白
居
易
（
例
え
ば
金
子
（
一
九
七
七
））

の
様
な
、
特
定
の
中
国
詩
人
の
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
え

る
。
ま
た
、「
脛
脛
」
の
様
に
、
詩
以
外
か
ら
取
り
入
れ
た
可
能
性
の
あ

る
語
も
あ
り
、「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」
に
つ
い
て
も
、『
後
漢
書
』
や

『
文
選
』
と
い
っ
た
唐
詩
以
外
の
文
献
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

本
稿
と
し
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」「
脛
脛
」

と
言
っ
た
、
唐
詩
で
は
必
ず
し
も
好
ま
れ
て
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
語
に
つ

い
て
も
、
道
真
は
何
ら
か
の
中
国
例
に
依
拠
し
、
中
国
で
も
通
用
す
る
意

味
用
法
で
用
い
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
、
今
後
の
課
題

　

道
真
詩
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が

多
い
こ
と
は
夙
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
見
た
よ
う

に
、
道
真
詩
に
は
中
国
の
用
法
に
沿
っ
た
語
の
中
で
も
、
白
居
易
の
用
例

が
確
認
で
き
な
い
語
や
、
あ
る
い
は
唐
詩
に
例
が
残
さ
れ
て
い
な
い
語
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
語
彙
は
、
道
真
の
時
代

に
は
も
っ
と
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
日
そ
れ
ら
の
作
品
は
散

逸
し
、
た
だ
道
真
の
作
品
の
み
が
残
さ
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
、
少
数
で
も
残
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
語
彙
の
中
国
用
例
を
細
か

く
確
認
し
て
い
く
こ
と
で
、
決
し
て
白
居
易
の
模
倣
に
止
ま
ら
な
い
、
道

真
作
品
の
語
彙
の
豊
か
さ
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
語
例
を
増
や
し
、
今

後
も
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
『
川
口
大
系
』
に
お
け
る
『
文
草
』
の
「
㷀4

」
の
字
体
に
つ
い
て
は
、「
寛

文
刊
本
」「
元
禄
刊
本
」
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
が
、
こ

の
一
例
の
み
で
は
『
川
口
大
系
』
編
集
時
の
活
字
の
都
合
や
、
誤
植
の
可

能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
今
後
、
こ
の
他
に
も
「
寛
文
刊
本
」「
元
禄
刊
本
」

に
従
っ
た
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
な
い
か
、
調
査
を
進
め
た
い
。

注１ 

『
川
口
大
系
』
補
注
で
は
、「
採
刀
慎
欠
鉛
」
と
「
懍
懍
撫
龍
泉
」

の
句
に
つ
い
て
、「
私
は
鉛
刀
の
な
ま
く
ら
刀
を
ふ
る
っ
て
廟
堂

に
立
っ
て
政
治
に
参
与
し
た
が
、
そ
の
な
ま
く
ら
刀
の
鉛
を
か
き

や
し
な
い
か
と
お
そ
れ
た
の
意
。（
引
用
者
中
略
）
し
ば
し
ば
大

臣
大
将
を
辞
謝
す
る
上
表
な
ど
を
し
た
こ
と
と
か
か
わ
り
が
あ
ろ

う
。」
と
注
さ
れ
て
い
る
。

２ 

焼
山
（
二
〇
一
〇
）
に
お
け
る
『
菅
家
後
集
』
の
「
懍
懍
」
の
前

後
の
訳
と
考
察
を
以
下
引
用
す
る
。

 

【
口
語
訳
】（
引
用
者
注
・「
兢
兢
馴
鳳
扆　

懍
懍
撫
龍
泉
」
の
訳

と
し
て
）
お
そ
れ
戒
め
て
慎
み
な
が
ら
、
帝
の
後
ろ
の
屏
風
に
控

え
た
も
の
だ
（
慎
み
慎
み
て
帝
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
）。

 

危
ぶ
み
お
そ
れ
な
が
ら
宝
剣
を
撫
で
て
い
た
の
で
あ
る
（
お
そ
る

お
そ
る
帝
に
寄
り
添
い
補
佐
し
て
き
た
）。

 
【
考
察
】（
引
用
者
注
・「
採
刀
慎
欠
鉛
」
と
「
懍
懍
撫
龍
泉
」
二

句
の
解
釈
と
し
て
）「
鉛
刀
を
手
に
し
て
は
、（
一
度
は
役
に
立
て

て
も
二
度
と
は
役
に
立
た
な
い
の
で
）
め
っ
た
な
こ
と
を
し
な
い
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よ
う
に
細
心
の
注
意
を
し
／
危
ぶ
み
惧
れ
な
が
ら
、
宝
剣
を
撫
で

て
来
た
も
の
だ
」
の
句
意
と
な
り
、「
自
分
自
身
が
愚
才
で
あ
る

が
故
に
、
天
皇
の
権
威
に
傷
が
付
か
な
い
よ
う
に
慎
重
に
政
に
参

与
し
、
天
皇
に
寄
り
添
い
、
慎
ん
で
仕
え
て
き
た
」
こ
と
を
意
味

す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。（
引
用
者
中
略
）「
愚
才
で
あ
る
私
が
、

精
一
杯
、
天
皇
の
権
威
を
損
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意

を
し
な
が
ら
補
佐
を
し
て
来
た
」
内
容
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
表
現
箇
所
と
考
察
し
た
。

【
補
注
】

　
「
芬
芬
」
に
つ
い
て
は
、『
詩
経
』
大
雅
・
小
雅
の
例
に
見
ら
れ
る
様

に
、
古
く
は
盛
大
な
儀
式
祭
典
を
寿
ぐ
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
う
し
た
性
質
は
「
賦
」
に
お
け
る
例
で
も
確
認
で
き
、
儀
式

の
酒
・
肉
の
香
ば
し
さ
や
、
天
子
の
庭
園
の
植
物
の
匂
や
か
さ
を
活
写

す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
種
の
賛
美
の
雅
語
的
な
側
面
も

認
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
そ
の
華
や
か
さ
を

表
す
強
い
語
感
ゆ
え
に
、
奢
侈
の
極
ま
り
や
華
美
な
世
俗
を
諷
諫
す
る

意
味
合
い
を
も
孕
む
場
合
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（「
甘
泉
賦
」

や
空
海
「
入
山
興
」）
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
も
考
察
を
重
ね

て
い
き
た
い
。
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ま
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厚
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